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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱調理器と、
　上記加熱調理器と通信ネットワークを介して通信するサーバと、
　上記サーバと上記通信ネットワークを介して通信する情報端末と
を備え、
　上記サーバは、
　上記情報端末のユーザーのためのコミュニケーションツールを管理するコミュニケーシ
ョンツール管理部と、
　おすすめの調理メニューを提案する調理メニュー提案部とを有すると共に、
　上記加熱調理器は、
　実行した調理メニューに関わる情報を、上記サーバの上記コミュニケーションツール管
理部に上記通信ネットワークを介して投稿する投稿部を有し、
　上記サーバの上記コミュニケーションツール管理部は、上記サーバの上記調理メニュー
提案部により提案された上記おすすめの調理メニューの情報を、上記情報端末の操作によ
り上記サーバから上記加熱調理器にダウンロード可能なように構成されていることを特徴
とする加熱調理システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の加熱調理システムにおいて、
　上記実行した調理メニューに関わる情報は、上記調理メニューの調理が終了したことを
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表す情報を含み、
　上記サーバは、上記情報端末に、上記調理メニューの調理が終了したことを表す情報と
、その調理メニューの画像との両方を同時に表示させることを特徴とする加熱調理システ
ム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の加熱調理システムにおいて、
　上記実行した調理メニューに関わる情報は、上記調理メニューの調理が終了してから予
め設定された時間経過しても、上記加熱調理器の加熱室内から被調理物が取り出されてい
ない状態であることを表す取り出し忘れ情報を含み、
　上記サーバは、上記情報端末に、上記取り出し忘れ情報と、上記調理メニューの画像と
の両方を同時に表示させることを特徴とする加熱調理システム。
【請求項４】
　請求項１から３までのいずれか１つに記載の加熱調理システムにおいて、
　上記実行した調理メニューに関わる情報は、上記調理メニューの加熱調理中における上
記加熱調理器の加熱調理器状態に関わる情報を含むことを特徴とする加熱調理システム。
【請求項５】
　請求項１から４までのいずれか１つに記載の加熱調理システムにおいて、
　上記サーバは、
　上記ユーザーの食生活に関わる履歴を記憶する履歴記憶部と、
　上記履歴記憶部に記憶された上記履歴に基づいて、上記調理メニュー提案部により提案
された上記おすすめの調理メニューの提案に関わる情報を上記コミュニケーションツール
管理部に投稿する調理メニュー投稿部と
を有することを特徴とする加熱調理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、加熱調理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、監視制御用端末と、チャットサーバと、複数の機器にそれぞれ備えられた機器側
端末とから構成された監視制御システムがある(例えば、特開２００３－３１６６６９号
公報(特許文献１)参照)。この監視制御システムでは、監視制御用端末からチャットプロ
グラムを利用してネットワークを介して家電製品の遠隔監視制御を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－３１６６６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記監視制御システムでは、チャットサーバが、監視制御用端末からの
監視制御要求情報を機器側端末に配信し、その監視制御要求情報に基づいて機器側端末で
行われた監視制御の結果である監視制御状態情報を受信して、受信した表示用データを監
視制御要求情報の送信元の監視制御用端末に配信するものである。
【０００５】
　このような監視制御システムでは、機器側が加熱調理器の場合、情報端末からの制御要
求なしに、加熱調理特有の情報をコミュニケーションツールを利用してユーザーに通知す
ることができないという問題がある。
【０００６】
　そこで、この発明の課題は、情報端末からの制御要求がなくても、加熱調理特有の情報
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をコミュニケーションツールを利用して加熱調理器からユーザーの情報端末に通知するこ
とができ、利便性を大幅に向上できる加熱調理システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、この発明の加熱調理システムは、
　加熱調理器と、
　上記加熱調理器と通信ネットワークを介して通信するサーバと、
　上記サーバと上記通信ネットワークを介して通信する情報端末と
を備え、
　上記サーバは、
　上記情報端末のユーザーのためのコミュニケーションツールを管理するコミュニケーシ
ョンツール管理部と、
　おすすめの調理メニューを提案する調理メニュー提案部とを有すると共に、
　上記加熱調理器は、
　実行した調理メニューに関わる情報を、上記サーバの上記コミュニケーションツール管
理部に上記通信ネットワークを介して投稿する投稿部を有し、
　上記サーバの上記コミュニケーションツール管理部は、上記サーバの上記調理メニュー
提案部により提案された上記おすすめの調理メニューの情報を、上記情報端末の操作によ
り上記サーバから上記加熱調理器にダウンロード可能なように構成されていることを特徴
とする。
【０００８】
　ここで、コミュニケーションツールとは、電子伝言板を含む電子掲示板やメーリングリ
ストなどである。
【０００９】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記実行した調理メニューに関わる情報は、上記調理メニューの調理が終了したことを
表す情報を含み、
　上記サーバは、上記情報端末に、上記調理メニューの調理が終了したことを表す情報と
、その調理メニューの画像との両方を同時に表示させる。
【００１０】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記実行した調理メニューに関わる情報は、上記調理メニューの調理が終了してから予
め設定された時間経過しても、上記加熱調理器の加熱室内から被調理物が取り出されてい
ない状態であることを表す取り出し忘れ情報を含み、
　上記サーバは、上記情報端末に、上記取り出し忘れ情報と、上記調理メニューの画像と
の両方を同時に表示させる。
【００１１】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記実行した調理メニューに関わる情報は、上記調理メニューの加熱調理中における上
記加熱調理器の加熱調理器状態に関わる情報を含む。
【００１２】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記サーバは、
　上記ユーザーの食生活に関わる履歴を記憶する履歴記憶部と、
　上記履歴記憶部に記憶された上記履歴に基づいて、上記調理メニュー提案部により提案
された上記おすすめの調理メニューの提案に関わる情報を上記コミュニケーションツール
管理部に投稿する調理メニュー投稿部とを有する。
【００１３】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記サーバの上記履歴記憶部に記憶された上記ユーザーの食生活に関わる履歴は、上記
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加熱調理器から投稿された上記実行した調理メニューに関わる情報に基づく上記加熱調理
器の調理履歴を含む。
【００１４】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記情報端末は、
　上記ユーザーの食事メニューに関わる情報を、上記サーバの上記コミュニケーションツ
ール管理部に上記通信ネットワークを介して投稿する食事メニュー投稿部を有し、
　上記サーバの上記履歴記憶部に記憶された上記ユーザーの食生活に関わる履歴は、上記
情報端末の上記食事メニュー投稿部から投稿された上記ユーザーの食事メニューに関わる
情報に基づく上記ユーザーの食事履歴を含む。
【発明の効果】
【００１５】
　以上より明らかなように、この発明によれば、加熱調理器において実行した調理メニュ
ーに関わる情報を、加熱調理器の投稿部からサーバのコミュニケーションツール管理部に
通信ネットワークを介して投稿することによって、情報端末からの制御要求がなくても、
加熱調理特有の情報をコミュニケーションツールを利用して加熱調理器からユーザーの情
報端末に通知することができ、利便性を大幅に向上できる加熱調理システムを実現するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１はこの発明の第１実施形態の加熱調理システムの概略構成図である。
【図２】図２は上記加熱調理システムの加熱調理器の外観斜視図である。
【図３】図３は上記加熱調理器の制御ブロック図である。
【図４】図４は上記加熱調理システムの管理サーバの制御ブロック図である。
【図５】図５は上記加熱調理器から投稿された調理終了通知の一例を家族伝言板に表示し
たスマートフォンの画面を示す図である。
【図６】図６は上記加熱調理器から投稿された取り出し忘れ通知の一例を家族伝言板に表
示したスマートフォンの画面を示す図である。
【図７】図７は上記加熱調理器から投稿された加熱調理器状態の通知の一例を家族伝言板
に表示したスマートフォンの画面を示す図である。
【図８】図８は上記管理サーバの調理メニュー提案部から投稿されたおすすめ調理メニュ
ーを家族伝言板に表示したスマートフォンの画面を示す図である。
【図９】図９は図８に示すおすすめ調理メニューの画面を表示する家族伝言板からレシピ
サイトのレシピ詳細画面に移ったときに表示されるスマートフォンの画面を示す図である
。
【図１０】図１０は図９に示すレシピ詳細画面からダウンロード画面に移ったときに表示
されるスマートフォンの画面を示す図である。
【図１１】図１１は図１０に示すダウンロード画面からダウンロードをスタートさせたと
きに表示されるスマートフォンの画面を示す図である。
【図１２】図１２は図１０に示すダウンロード画面からダウンロードをスタートさせたと
きに表示されるスマートフォンの画面を示す図である。
【図１３】図１３は上記加熱調理器のカラー液晶表示部に表示された第１トップ画面を示
す図である。
【図１４】図１４は上記レシピサイトから調理メニューのレシピがダウンロードされたと
きの加熱調理器の第１トップ画面を示す図である。
【図１５】図１５は上記レシピサイトからダウンロードされた調理メニューを選択したと
きの加熱調理器の画面を示す図である。
【図１６】図１６は上記加熱調理器から投稿された加熱調理器状態の通知の一例であるシ
ールを家族伝言板に表示したスマートフォンの画面を示す図である。
【図１７】図１７は上記加熱調理器に対して問い合わせるシールの一覧を家族伝言板に表
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示したスマートフォンの画面を示す図である。
【図１８】図１８は上記加熱調理器に対して１日の調理履歴を問い合わせるシールの一例
を家族伝言板に表示したスマートフォンの画面を示す図である。
【図１９】図１９は上記加熱調理器に対して調理履歴を問い合わせるシールを家族伝言板
に表示したスマートフォンの画面を示す図である。
【図２０】図２０は上記加熱調理器に対しておすすめメニューを問い合わせるシールを家
族伝言板に表示したスマートフォンの画面を示す図である。
【図２１】図２１は上記加熱調理器にレシピサイトからの調理メニューのレシピのダウン
ロードの受信完了したことを示すシールを家族伝言板に表示したスマートフォンの画面を
示す図である。
【図２２】図２２は上記加熱調理器から投稿されたエラー情報のシールの一例を家族伝言
板に表示したスマートフォンの画面を示す図である。
【図２３】図２３は上記加熱調理器から投稿されたエラー情報(高温異常)のシールの一例
を家族伝言板に表示したスマートフォンの画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、この発明の加熱調理システムを図示の実施の形態により詳細に説明する。
【００１８】
　〔第１実施形態〕
　図１はこの発明の第１実施形態の加熱調理システムの概略構成図を示している。
【００１９】
　上記加熱調理システムは、加熱調理器１００と、この加熱調理器１００と通信する家族
伝言板サーバ４００と、加熱調理器１００や家族伝言板サーバ４００などと通信する管理
サーバ５００と、家族伝言板サーバ４００,管理サーバ５００などと通信する情報端末の
一例としての複数のスマートフォン３００とを備える。なお、加熱調理システムは、情報
端末が１台であってもよい。また、この加熱調理システムは、インターネット網Ｎを介し
て情報提供サーバ(図示せず)から天気などの情報の提供を受ける。
【００２０】
　上記家族伝言板サーバ４００,管理サーバ５００は、クラウドコンピューティングシス
テムを構成しており、本発明のサーバの一例である。なお、家族伝言板サーバ４００,管
理サーバ５００を１つのサーバで実現してもよい。
【００２１】
　上記加熱調理器１００は、無線アクセスポイント２００およびインターネット網Ｎを介
して家族伝言板サーバ４００,管理サーバ５００と通信を行う無線通信モジュール１２０
を備える。このインターネット網Ｎは、通信ネットワークの一例である。無線通信モジュ
ール１２０が直接インターネット網Ｎに接続されるようにしてもよい。
【００２２】
　上記無線通信モジュール１２０は、屋内の無線アクセスポイント２００との間で無線Ｌ
ＡＮによる通信を行う。より詳しくは、無線通信モジュール１２０は、通信規格の一例と
しての無線ＬＡＮの規格であるＷｉ-Ｆｉ(登録商標)を用い、無線アクセスポイント２０
０を介して、屋外の家族伝言板サーバ４００や管理サーバ５００に情報を送信したり受信
したりする。
【００２３】
　ここで、家族伝言板サーバ４００は、スマートフォン３００の複数のユーザー(例えば
、お父さん、お母さん、子供などの家族を構成するメンバー)が会話を行うためのコミュ
ニケーションツール(電子伝言板サービス)を管理するコミュニケーションツール管理部の
一例である。この家族伝言板サーバ４００により管理される家族伝言板は、文字によるメ
ッセージだけでなく、画像や音声などもメッセージとして投稿、閲覧が可能なコミュニケ
ーションツールである。
【００２４】
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　なお、家族伝言板サーバ４００は、主に家族や近親者などの特定のメンバーで構成され
たグループの伝言板サービスを管理するコミュニケーションツール管理部の一例であるが
、コミュニケーションツール管理部はこれに限らず、特定のメンバーで構成されたグルー
プの伝言板サービスを管理するものでもよい。また、この発明の加熱調理システムは、複
数のコミュニケーションツール管理部を備えたものでもよい。
【００２５】
　スマートフォン３００は、インターネット網Ｎを介してさまざまなウェブサイトの情報
を閲覧したりダウンロードしたりすることが可能な通信機能を備えている。このスマート
フォン３００には、家族伝言板サービスを利用するためのアプリケーションソフトウェア
(食事メニュー投稿部の機能を含む)を予めインストールしている。そうして、家族伝言板
サーバ４００が管理する家族伝言板は、通常、１世帯の家族が１つのコミュニティを形成
し、家族の各メンバー(例えば、お父さん、お母さん、子供など)が、それぞれのスマート
フォン３００を用いて、メッセージの書き込み(投稿)および閲覧を行うためのコミュニケ
ーションツールである。各メンバーは、それぞれのスマートフォン３００以外にも、家庭
にあるネットワーク対応テレビおよびタブレット等の情報端末を用いて会話を行うことも
できる。
【００２６】
　図２は上記加熱調理システムの加熱調理器１００の外観斜視図を示している。この加熱
調理器１００は、図２に示すように、直方体形状の本体ケーシング１と、この本体ケーシ
ング１内に設けられ、前側に開口部２ａを有する加熱室２と、加熱室２の開口部２ａを開
閉する扉３とを備えている。
【００２７】
　上記本体ケーシング１の上側かつ後側に排気ダクト５を設けている。また、本体ケーシ
ング１の前面の下部に露受容器６を着脱可能に取り付けている。この露受容器６は、扉３
の下側に位置し、扉３の後面(加熱室２側の表面)や本体ケーシング１の前板からの水滴を
受けることができるようになっている。
【００２８】
　上記扉３は、本体ケーシング１の前面側に下側の辺を軸に回動可能に取り付けられてい
る。この扉３の前面(加熱室２とは反対側の表面)には、耐熱性を有する透明な外ガラス７
が設けられている。また、扉３は、外ガラス７の上側に位置するハンドル８と、外ガラス
７の右側に設けられた操作パネル９とを有している。
【００２９】
　上記操作パネル９は、カラー液晶表示部１０と、途中で加熱を止めるときなどに押す取
り消しキー１２と、加熱を開始するときに押すあたためスタートキー１３とを含んでいる
。
【００３０】
　上記加熱調理器１００の制御ブロック図を図３に示している。この加熱調理器１００の
制御装置１１０は、図３に示すように、無線通信モジュール１２０,操作パネル９,スピー
カ２０,ヒータ３０,マグネトロン４０,ドアセンサ５０などが接続されている。また、制
御装置１１０は、操作パネル９,湿度センサ(図示せず),庫内温度センサ(図示せず),ドア
センサ５０などからの信号に基づいて、無線通信モジュール１２０,操作パネル９のカラ
ー液晶表示部１０,スピーカ２０,ヒータ３０,マグネトロン４０などを制御する。
【００３１】
　また、上記制御装置１１０は、マイクロコンピュータと入出力回路などからなり、[実
行した調理メニューの情報]を家族伝言板に投稿する実行調理メニュー投稿部１１０ａと
、調理メニューの調理が終了したことを表す[調理終了情報]を家族伝言板に投稿する調理
終了投稿部１１０ｂと、加熱室２内から被調理物が取り出されていないことを表す[取り
出し忘れ情報]を家族伝言板に投稿する取り出し情報投稿部１１０ｃと、調理メニューの
加熱調理中における加熱調理器状態に関わる[加熱調理情報]を家族伝言板に投稿する加熱
調理器状態投稿部１１０ｄとを有する。
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【００３２】
　これらの実行調理メニュー投稿部１１０ａ,調理終了投稿部１１０ｂ,取り出し情報投稿
部１１０ｃ,加熱調理器状態投稿部１１０ｄで、[実行した調理メニューに関わる情報]ま
たは[加熱調理器本体の状況に関わる情報]を家族伝言板サーバ４００の家族伝言板に投稿
する投稿部を構成している。
【００３３】
　なお、加熱調理器１００の実行調理メニュー投稿部１１０ａ,調理終了投稿部１１０ｂ,
取り出し情報投稿部１１０ｃ,加熱調理器状態投稿部１１０ｄは、家族伝言板サーバ４０
０の家族伝言板に投稿したが、これに限らず、加熱調理器１００から管理サーバ５００に
[実行した調理メニューに関わる情報] または[加熱調理器本体の状況に関わる情報]を送
信して、管理サーバ５００が加熱調理器１００を代理して家族伝言板に投稿してもよい。
【００３４】
　また、図４は管理サーバ５００の制御ブロック図を示している。
【００３５】
　この管理サーバ５００は、図４に示すように、ユーザーの食生活に関わる履歴を記憶す
る履歴記憶部５００ａと、おすすめ調理メニューを提案する調理メニュー提案部５００ｂ
と、おすすめ調理メニューを家族伝言板サーバ４００が管理する家族伝言板に投稿する調
理メニュー投稿部５００ｃと、加熱調理器１００が利用可能な調理メニューの[レシピ情
報]を記憶するレシピ情報記憶部５００ｄと、インターネット網Ｎを介した通信を行う通
信部５００ｅとを有する。上記履歴記憶部５００ａには、加熱調理器１００の調理履歴や
ユーザーの食事履歴などが記憶される。
【００３６】
　この管理サーバ５００は、レシピ情報記憶部５００ｄに記憶された[レシピ情報]などを
閲覧利用できるレシピサイトを管理する。このレシピサイトは、複数の家族伝言板のグル
ープのそれぞれのユーザーから閲覧利用される。
【００３７】
　なお、このレシピサイトは、他の情報提供サーバにより管理されていてもよく、このよ
うな情報提供サーバは、家族伝言板サーバ４００,管理サーバ５００と共にクラウドコン
ピューティングシステムを構成する。
【００３８】
　上記加熱調理器１００の制御装置１１０(実行調理メニュー投稿部１１０ａ,調理終了投
稿部１１０ｂ,取り出し情報投稿部１１０ｃ,加熱調理器状態投稿部１１０ｄ)が投稿する[
実行した調理メニューに関わる情報]または[加熱調理器本体の状況に関わる情報]として
は、次の１)～４)がある。なお、[実行した調理メニューに関わる情報]または[加熱調理
器本体の状況に関わる情報]は、これら１)～４)に限らない。
【００３９】
　１)　実行した調理メニューの投稿
　上記加熱調理器１００の加熱調理の開始時または終了時に、[実行した調理メニューの
情報]を、制御装置１１０の実行調理メニュー投稿部１１０ａにより、無線通信モジュー
ル１２０,無線アクセスポイント２００およびインターネット網Ｎを介して家族伝言板サ
ーバ４００が管理する家族伝言板に投稿する。
【００４０】
　加熱調理の終了時に家族伝言板に投稿するようにすれば、例えば誤操作などによって調
理を取り止めた場合に、実際には調理完了に至らなかった調理がむやみに家族伝言板に投
稿されないようにすることができる。尚、調理メニューの実行に伴い加熱調理器１００内
部で設定された調理終了の条件が満たされなかった場合でも、例えば調理の進行の８割以
上が終了したときにユーザが取り消しキーを押したことによって調理が停止した場合にも
調理終了と判断し、家族伝言板に投稿するようにしてもよい。
【００４１】
　このようにして、加熱調理器１００から家族伝言板に投稿された[実行した調理メニュ
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ーの情報]は、家族伝言板サービス用のアプリケーションソフトウェアを起動させたスマ
ートフォン３００の画面に表示される。なお、スマートフォン３００のプッシュ通知機能
をオンに設定しておくことにより、家族伝言板サービス用のアプリケーションソフトウェ
アを起動させていない状態でも、家族伝言板にメッセージが投稿されたことがスマートフ
ォン３００に通知される。この通知によりユーザーは、スマートフォン３００のアプリケ
ーションソフトウェアを起動させて、家族伝言板を確認することができる。
【００４２】
　ここで、[実行した調理メニューの情報]は、実行した調理メニューの加熱条件(レンジ
調理,オーブン調理,蒸し調理,加熱時間など)、メニュー名、調理開始時刻(または調理終
了時刻)などの全部または一部である。
【００４３】
　上記家族伝言板サーバ４００に投稿された[実行した調理メニューの情報]は、管理サー
バ５００の調理履歴のデータとして履歴記憶部５００ａに記憶される。
【００４４】
　なお、この[実行した調理メニューの情報]は、家族伝言板に投稿せずに加熱調理器１０
０から管理サーバ５００に調理履歴のデータとして送信してもよい。
【００４５】
　２)　調理終了の投稿
　上記加熱調理器１００の加熱調理が終了すると、調理メニューの調理が終了したことを
表す[調理終了情報]を、制御装置１１０の調理終了投稿部１１０ｂにより、無線通信モジ
ュール１２０,無線アクセスポイント２００およびインターネット網Ｎを介して家族伝言
板サーバ４００の家族伝言板に投稿する。
【００４６】
　図５は上記加熱調理器１００から投稿された調理終了通知の一例を家族伝言板に表示し
たスマートフォン３００の画面を示している。
【００４７】
　図５では、画面上側から下側に向かって、「メッセージ」と「伝言ボード」の文字と、
加熱調理器１００を擬人化した顔画像Ｇ１と、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と
、「できたよ！」文字を含む加熱調理器(擬人化)の画像Ｇ２(シール)と「調理したよ～」
の文字が表示されている。ここで、「メッセージ」と「伝言ボード」は、スマートフォン
３００の画面が家族伝言板を表示していることを示し、家族伝言板に登録されたメンバー
が書き込んだメッセージが時系列に沿って表示される。この家族伝言板には、加熱調理器
１００もメンバーとして登録されている。
【００４８】
　なお、家族伝言版における加熱調理器を特定する文字列として「レンジさん」と表示し
ているが、ユーザーが自由に名称を設定できるようにしてもよい。
【００４９】
　本明細書において、「シール」とは、文字や絵(擬人化された加熱調理器を含む)などを
含む画像であって、１つの「シール」で通知、制御、応答などのメッセージを表すもので
ある。なお、この「シール」だけでメッセージを家族伝言板に投稿してもよいし、「シー
ル」と任意の文字列を組み合わせて家族伝言板に投稿してもよい。
【００５０】
　また、[調理終了情報]である調理終了通知は、図５に示す画像と文字に限らず、「○○
○(メニュー名)ができました。」などの文字だけでもよい。また、[調理終了情報]に調理
メニューの画像を表示させてもよい。
【００５１】
　また、この調理終了通知から予め設定された時間が経過したときは、加熱調理器１００
から「保温しますか？」などのメッセージを家族伝言板に投稿し、スマートフォン３００
側で「保温する」または「保温しない」の選択ができるようにしてもよい。スマートフォ
ン３００から加熱調理器１００に対して「保温する」という要求がされると、加熱調理器
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１００で予め調理メニュー毎に定められた温度に加熱室２内をヒータ３０(図３に示す)ま
たはマグネトロン４０などの加熱源により温めることで、料理が冷めないようにできる。
【００５２】
　３)　取り出し忘れの投稿
　また、加熱調理器１００の制御装置１１０は、加熱室２内から被調理物が取り出されて
いない[取り出し忘れ情報]を、調理終了投稿部１１０ｂにより、無線通信モジュール１２
０,無線アクセスポイント２００およびインターネット網Ｎを介して家族伝言板サーバ４
００が管理する家族伝言板に投稿する。
【００５３】
　図６は上記加熱調理器１００から投稿された取り出し忘れ通知の一例を家族伝言板に表
示したスマートフォン３００の画面を示している。図６では、画面上側から下側に向かっ
て、「メッセージ」と「伝言ボード」の文字と、加熱調理器１００を擬人化した顔画像Ｇ
１と、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、「料理の取り出しを忘れていますよ～
」の文字が表示されている。
【００５４】
　取り出し情報投稿部１１０ｃは、加熱調理が終了してから所定時間経過しても加熱室２
内から被調理物を取り出していない場合は、[取り出し忘れ情報]である取り出し忘れ通知
を家族伝言板に投稿する。
【００５５】
　例えば、この実施形態の加熱調理器１００では、加熱調理が終了してから１分毎にスピ
ーカ２０(図３に示す)からメロディを出力して、料理の取り出し忘れを知らせ、調理終了
から５分が経過したら取り出し忘れ通知を家族伝言板に投稿するようにしている。
【００５６】
　なお、取り出し忘れ通知を投稿するときに実行された調理メニューに関する情報(メニ
ュー名や画像)を同時に表示することによって、例えば取り出し忘れると加熱調理器１０
０に臭いのこもりがちな調理メニューなどが実行されたことを認識可能となり、実際に加
熱調理器１００を操作していないユーザーが、加熱調理器１００を操作したと思われるユ
ーザーに対して注意を促すことなどが可能となる。
【００５７】
　なお、スマートフォン３００側において、「取り出し忘れ通知」が不要なユーザーは、
通知拒否の設定ができるようにして、不必要な通知による煩わしさを解消する(加熱調理
器１００からの他の投稿についても同様)。
【００５８】
　４)　加熱調理器状態の投稿
　また、加熱調理器１００の制御装置１１０は、調理メニューの加熱調理中における加熱
調理器状態に関わる[加熱調理情報]を、加熱調理器状態投稿部１１０ｄにより、無線通信
モジュール１２０,無線アクセスポイント２００およびインターネット網Ｎを介して家族
伝言板サーバ４００が管理する家族伝言板に投稿する。
【００５９】
　図７は上記加熱調理器１００から投稿された加熱調理器状態の通知の一例を家族伝言板
に表示したスマートフォン３００の画面を示している。図７では、画面上側から下側に向
かって、「メッセージ」と「伝言ボード」の文字と、加熱調理器１００を擬人化した顔画
像Ｇ１と、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、「あと５分でできます。」の文字
が表示されている。
【００６０】
　また、加熱調理器状態の通知としては、「後、○分で□□□ができます」などの文字や
、図１６に示すように、加熱調理器(擬人化)の画像(シール)と「調理中」の文字でもよい
。
【００６１】
　次に、管理サーバ５００の動作について説明する。管理サーバ５００は、通信部５００
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ｅによりインターネット網Ｎを介してスマートフォン３００や家族伝言板サーバ４００と
通信を行う。
【００６２】
　上記加熱調理器１００の制御装置１１０(実行調理メニュー投稿部１１０ａ)から投稿さ
れた[実行した調理メニューの情報]を調理履歴として履歴記憶部５００ａに記憶する。ま
た、スマートフォン３００の各ユーザーから投稿された食事履歴(加熱調理器を用いた食
事以外の食事内容)を履歴記憶部５００ａに記憶する。上記履歴記憶部５００ａに記憶さ
れる調理履歴および食事履歴は、ユーザーの食生活に関わる履歴である。
【００６３】
　ここで、スマートフォン３００にインストールされたアプリケーションソフトウェア(
家族伝言板サービスおよび食事メニュー投稿部の機能を含む)により、例えばリストから
選択するような入力形式でユーザーの食事履歴を投稿する。
【００６４】
　なお、加熱状態の通知において、「後、○分で□□□ができます」などの加熱調理器１
００側の加熱時間のカウントは、別にスマートフォン３００側に加熱調理がスタートした
時刻を家族伝言板により通知することで、調理メニューの[レシピ情報]から調理時間を得
てスマートフォン３００側でカウントダウンして、「後、○分で□□□ができます」の表
示をするようにしてもよい。この場合、加熱状態の通知を加熱調理器１００から投稿しな
くともよい。
【００６５】
　また、加熱調理器の表示画面がスマートフォン３００でそのまま見られるアプリケーシ
ョンソフトウェアをスマートフォン３００にインストールして、加熱調理器状態を確認す
るようにしてもよい。
【００６６】
　５)　おすすめ調理メニューの提案
　上記管理サーバ５００の調理メニュー提案部５００ｂは、履歴記憶部５００ａに記憶さ
れた調理履歴および食事履歴に基づいて、おすすめ調理メニューを提案し、そのおすすめ
調理メニューの情報を調理メニュー投稿部５００ｃにより、家族伝言板サーバ４００が管
理する家族伝言板に投稿する。ここで、管理サーバ５００の調理メニュー投稿部５００ｃ
は、加熱調理器１００の代理として、おすすめ調理メニューの情報を家族伝言板に投稿す
る。すなわち、ユーザーには、スマートフォン３００の家族伝言板に加熱調理器１００が
おすすめ調理メニューを投稿しているように見える。
【００６７】
　図８は上記管理サーバ５００の調理メニュー投稿部５００ｃから投稿されたおすすめ調
理メニューを家族伝言板に表示したスマートフォン３００の画面を示している。図８では
、画面上側から下側に向かって、「メッセージ」と「伝言ボード」の文字と、加熱調理器
１００を擬人化した顔画像Ｇ１と、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、「今日は
、クリスマスですね。クリスマスらしい、こちらのメニューはいかがですか～？　レンジ
で簡単につくれますよ。」という文字と、「リンク」ボタンの画像Ｇ３と、複数のおすす
め調理メニューの写真画像Ｇ４が表示されている。
【００６８】
　図８に示すおすすめ調理メニューの画面の「リンク」ボタンの画像Ｇ３を操作すると、
図９に示すレシピサイトのレシピ詳細画面がスマートフォン３００に表示される。このレ
シピサイトは、管理サーバ５００で管理されており、スマートフォン３００にインストー
ルされたアプリケーションソフトにより提供される家族伝言板上で閲覧される。なお、レ
シピサイトは、別の情報提供サーバにより管理されていてもよい。
【００６９】
　図９では、画面上側から下側に向かって、「レシピ詳細」の文字と、「ダウンロード画
面へ」ボタンの画像Ｇ１１と、「お気に入り」ボタンの画像Ｇ１２と、「買物リスト」ボ
タンの画像Ｇ１３と、おすすめ調理メニューの写真画像Ｇ１４と、メニュー名と、レシピ
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が表示されている。
【００７０】
　そして、図９に示すレシピ詳細画面の「ダウンロード画面へ」ボタンの画像Ｇ１１を操
作すると、図１０に示すダウンロード画面がスマートフォン３００に表示される。図１０
では、画面上側から下側に向かって、「ダウンロード」の文字と、メニュー名と、おすす
め調理メニューの写真の画像Ｇ１４と、「レンジで作る」ボタンの画像Ｇ１５が表示され
ている。
【００７１】
　ここで、おすすめ調理メニューの[レシピ情報]が加熱調理器１００に登録されていない
場合、スマートフォン３００の画面の「レンジで作る」ボタンを操作すると、調理メニュ
ー提案部５００ｂから投稿されたメッセージ(図１１に示す)がスマートフォン３００に表
示される。
【００７２】
　図１１は図１０に示すダウンロード画面からダウンロードをスタートさせたときに表示
されるスマートフォン３００の画面を示している。図１１では、画面上側から下側に向か
って、「メッセージ」と「伝言ボード」の文字と、加熱調理器１００を擬人化した顔画像
の画像Ｇ１と、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、「お母さんからのお願いで、
このレシピをダウンロードするね。」の文字、「レシピ詳細はこちら」の文字、「リンク
」ボタンの画像Ｇ２０と、おすすめ料理の写真画像Ｇ２１が表示されている。
【００７３】
　次に、管理サーバ５００からおすすめ調理メニューの写真画像とメニュー名および[レ
シピ情報]がダウンロードされ、ダウンロードが終了すると、加熱調理器１００からおす
すめ調理メニューに関わる情報のダウンロードが終了した通知メッセージを、家族伝言板
サーバ４００が管理する家族伝言板に投稿する。
【００７４】
　これにより、図１１に示す画面の下側に、加熱調理器１００を擬人化した顔画像Ｇ１と
、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、「レシピ受け取ったよ。作ってくれるの楽
しみにしてるね。」の文字がスマートフォン３００に表示される。
【００７５】
　なお、図１１に示す伝言ボード画面の「リンク」ボタンの画像Ｇ２０を操作すると、図
９に示すレシピサイトに移っておすすめ調理メニューについてのレシピ詳細画面がスマー
トフォン３００に表示される。
【００７６】
　一方、おすすめ調理メニューの[レシピ情報]が加熱調理器１００に登録されている場合
、スマートフォン３００の画面の「レンジで作る」ボタンの画像Ｇ１５を操作すると、調
理メニュー提案部５００ｂから投稿されたメッセージ(図１２に示す)がスマートフォン３
００に表示される。
【００７７】
　図１２は図１０に示すダウンロード画面からダウンロードをスタートさせたときに表示
されるスマートフォン３００の画面を示している。図１２では、画面上側から下側に向か
って、「メッセージ」と「伝言ボード」の文字と、加熱調理器１００を擬人化した顔画像
Ｇ１と、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、「お母さんからのお願いで、このレ
シピを呼び出すね。」の文字、「レシピ詳細はこちら」の文字、「リンク」ボタンの画像
Ｇ２０と、おすすめ料理の写真画像Ｇ２１が表示されている。
【００７８】
　次に、管理サーバ５００からおすすめ調理メニューの写真画像とメニュー名がダウンロ
ードされ、ダウンロードが終了すると、加熱調理器１００からおすすめ調理メニューに関
わる情報のダウンロードが終了した通知メッセージを、家族伝言板サーバ４００が管理す
る家族伝言板に投稿する。
【００７９】
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　これにより、図１２に示す画面の下側に、加熱調理器１００を擬人化した顔画像Ｇ１と
、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、「レシピ呼び出し完了したよ。いつでもす
ぐに作れるよ。」の文字がスマートフォン３００に表示される。
【００８０】
　また、図９において、「お気に入り」ボタンの画像Ｇ１２を操作すると、おすすめ調理
メニューから選択された調理メニューが、管理サーバ５００のお気に入り調理メニュー記
憶部(図示せず)に登録される。このお気に入り調理メニュー記憶部には、最新の登録メニ
ューから過去３０件のお気に入り調理メニューが記憶される。
【００８１】
　また、図９において、「買物リスト」ボタンの画像Ｇ１３を操作すると、買い物リスト
登録の画面が表示され、選択された調理メニューに必要な食材のリストから買い物が必要
な食材をチェックすることで買い物リストが登録できるようになっている。この買い物リ
ストは、管理サーバ５００に登録される。
【００８２】
　図１３は上記加熱調理器１００のカラー液晶表示部１０に表示された第１トップ画面を
示しており、縦３列×横２列の６つの画像が表示されている。このカラー液晶表示部１０
の左上側から「あたため」の文字を含む画像Ｇ３１と「冷凍食品(市販品)」の文字を含む
画像Ｇ３２と「カンタン焼き・蒸し」の文字を含む画像Ｇ３３が表示され、右上側から「
スピードメニュー」の文字を含む画像Ｇ３４と「焼き・蒸し同時メニュー」の文字を含む
画像Ｇ３５と「解凍」の文字を含む画像Ｇ３６が表示されている。そして、カラー液晶表
示部１０の第１トップ画面の画像Ｇ３３,Ｇ３５の下側に第１トップ画面または第２トッ
プ画面のいずれが表示されているかを示す「１」の画像Ｇ３７と「２」の画像Ｇ３８が表
示されている。さらに、カラー液晶表示部１０の第１トップ画面の下側中央に「設定」ボ
タンの画像Ｇ３９と、「次へ＞」ボタンの画像Ｇ４０を表示している。なお、カラー液晶
表示部１０の最上部には、無線通信モジュール１２０と無線アクセスポイント２００との
間で無線ＬＡＮによる通信が可能な状態を示すアンテナマークの画像Ｇ３０が表示されて
いる。また、何らかの原因で無線ＬＡＮによる通信が不可の場合は、アンテナマークに×
印がついた状態で表示される。
【００８３】
　なお、上記第２トップ画面では、図示しないが、「お料理選択」の文字を含む画像と、
「ヘルシー食セット」の文字を含む画像と、「手動レンジ」の文字を含む画像と、「ダウ
ンロードメニュー」の文字を含む画像と、「入門メニュー」の文字を含む画像と、「除菌
・お手入れ」の文字を含む画像が表示される。
【００８４】
　図１３では、「１」の画像Ｇ３７の背景を白色にし、「２」の画像Ｇ３８の背景を灰色
にすることによって、カラー液晶表示部１０の第１トップ画面が表示されていることを示
している。
【００８５】
　この状態から、管理サーバ５００が管理するレシピサイトからおすすめ調理メニューの
写真画像とメニュー名が加熱調理器１００にダウンロードされると、図１４に示すように
、カラー液晶表示部１０の第１トップ画面の左下側に加熱調理器１００を擬人化した顔画
像Ｇ４１と、「新着メニュー」の文字を含む「新着メニュー」ボタンの画像Ｇ４２が表示
され、顔画像Ｇ４１の背景の色が一定間隔で赤く点滅することにより、おすすめ調理メニ
ューがダウンロードされたことをユーザーに知らせる。
【００８６】
　次に、加熱調理器１００のカラー液晶表示部１０に表示された「新着メニュー」ボタン
の画像Ｇ４２を操作すると、図１５に示すように、レシピサイトからダウンロードされた
新着のおすすめ調理メニューについての選択画面がカラー液晶表示部１０に表示される。
【００８７】
　図１５では、画面の上側から下側に向かって、「カロリーダウン」の文字と、メニュー
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のカロリー数である「３１５ｋｃａｌ」の文字と、メニュー名「チキンステーキ」の文字
と、調理の写真画像Ｇ５１と、左下側の「＜前へ」ボタンの画像Ｇ５２と、下側中央「決
定」ボタンの画像Ｇ５３と、右下側に「次へ＞」ボタンの画像Ｇ５４が表示されている。
【００８８】
　ここで、加熱調理器１００のカラー液晶表示部１０に表示された「決定」ボタンの画像
Ｇ５３を操作すると、「チキンステーキ」の加熱調理のためのスタート画面に変わる。一
方、「＜前へ」ボタンの画像Ｇ５２または「次へ＞」ボタンの画像Ｇ５４を操作すると、
「チキンステーキ」以外の登録済のおすすめ調理メニューがカラー液晶表示部１０に表示
される。加熱調理器１００は、加熱調理器１００に登録されているおすすめ調理メニュー
の[レシピ情報]と、加熱調理器１００にダウンロードされたおすすめ調理メニューの[レ
シピ情報]の両方を記憶し、加熱調理器１００に記憶された複数のおすすめ調理メニュー
からユーザーが選択可能なようにしている。
【００８９】
　なお、この図１５に示すようなダウンロードされたおすすめ調理メニューは、加熱調理
器１００において図１３のカラー液晶表示部１０の第２トップ画面(図示せず)の「ダウン
ロードメニュー」ボタンの画像を操作すると、図１５に示すようなダウンロードされた複
数のおすすめ調理メニューのうちの１つが表示され、「＜前へ」ボタンや「次へ＞」ボタ
ンにより他のおすすめ調理メニューを選択できる。加熱調理器１００では、最新のダウン
ロードされたおすすめ調理メニューから過去１５件までのおすすめ調理メニューが登録さ
れる。
【００９０】
　図１６は上記加熱調理器１００から投稿された加熱調理器状態の通知の一例であるシー
ルを家族伝言板に表示したスマートフォン３００の画面を示している。図１６では、加熱
調理器１００を擬人化した顔画像Ｇ１と、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、加
熱調理器１００が調理具を両手に持った画像Ｇ５０と、「調理中」の文字が表示されてい
る。
【００９１】
　また、スマートフォン３００から加熱調理器１００に対する問い合わせメッセージを、
家族伝言板サーバ４００が管理する家族伝言板に投稿する。そうすると、家族伝言板サー
バ４００に投稿された上記問い合わせメッセージに従って、加熱調理器１００からの応答
メッセージとして家族伝言板に投稿する。ここで、問い合わせメッセージの内容によって
は、管理サーバ５００が加熱調理器１００を代理して応答メッセージを家族伝言板に投稿
する。
【００９２】
　図１７は上記加熱調理器１００に対して問い合わせるシールの一覧を家族伝言板に表示
したスマートフォン３００の画面を示している。図１７では、「操作を選ぶ」という文字
と、加熱調理器１００を擬人化した顔画像Ｇ１と、複数のシールの画像Ｇ６０が表示され
ている。
【００９３】
　この複数のシールの画像Ｇ６０のうちの１つのシールを選択して、新規メッセージの画
像として送信すなわち家族伝言板に投稿することにより、シールに応じた応答メッセージ
が管理サーバ５００または加熱調理器１００から家族伝言板に投稿される。
【００９４】
　ここで、複数のシールとして、例えば、
　　　「お気に入りリスト表示」　：管理サーバ５００のお気に入り調理メニュー記憶部
(図示せず)に登録されたお気に入り調理メニューを表示する。
【００９５】
　　「買い物リスト表示」　　　：管理サーバ５００に登録された買い物リストを表示す
る。
　　「人気閲覧メニュー教えて」：複数の家族伝言板からレシピサイトで閲覧された人気
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の高い調理メニューのリストを表示する。
　　「人気調理メニュー教えて」：複数の家族伝言板からレシピサイトでダウンロードさ
れた人気の高い調理メニューのリストを表示する。
　　「電気代教えて」　　　　　：加熱調理器１００の電力使用量に基づく電気料金につ
いて月毎または日毎のリストを表示する。
　　「今日使ったかな？」　　　：加熱調理器１００の今日１日の調理履歴を表示する。
　　「状態教えて」　　　　　　：加熱調理器１００の現在の状態(調理中または待機中
またはエラー状態など)を表示する。
　　「調理メニュー履歴教えて」：加熱調理器１００の調理履歴を表示する。
などがある。
【００９６】
　なお、上記加熱調理器１００に対して問い合わせるシールは、図１７に示すシールに限
らず、他の問合せ用途のシールでもよい。また、加熱調理器１００に対して制御を指令す
るシールでもよく、例えば、「伝言」シールなどと一緒に、音声による伝言メッセージを
家族伝言板に投稿するようにしてもよい。この場合、伝言メッセージが家族伝言板に投稿
されると、管理サーバ５００を介して伝言メッセージが加熱調理器１００にダウンロード
されて、加熱調理器１００に伝言メッセージがあることを表示または音声出力によりユー
ザーに通知し、ユーザーが加熱調理器１００を操作することにより伝言メッセージをスピ
ーカ２０(図３に示す)で再生する。
【００９７】
　図１８は上記加熱調理器１００に対して１日の調理履歴を問い合わせるシールの一例を
家族伝言板に表示したスマートフォン３００の画面を示している。図１８では、お母さん
の顔画像Ｇ６１と、「お母さん」という文字と、投稿時刻と、「今日使ったかな？」の文
字を含む画像Ｇ６２と、「今日使ったかな？」の文字が表示されている。
【００９８】
　上記管理サーバ５００は、家族伝言板サーバ４００に投稿されたシールとメッセージ(
「今日使ったかな？」)に従って、履歴記憶部５００ａに記憶された調理履歴に基づいて
、今日１日の調理履歴を加熱調理器１００からのメッセージとして家族伝言板に投稿する
。
【００９９】
　これにより、スマートフォン３００の家族伝言板において、今日１日の調理履歴を閲覧
できる。
【０１００】
　例えば、高齢の親の家の加熱調理器１００に対して今日１日の調理履歴を遠隔地から子
が確認することで親の様子を知ることができる(見守り用途)。これにより、子のユーザー
がスマートフォン３００により家族伝言板上からレシピサイトを閲覧して、親に勧める調
理メニューを選んで、親の家の加熱調理器１００へおすすめの調理メニューの[レシピ情
報]をダウンロードすることが可能になる。
【０１０１】
　また、図１９は上記加熱調理器１００に対して調理履歴を問い合わせるシールを家族伝
言板に表示したスマートフォン３００の画面を示している。図１９では、お母さんの顔画
像Ｇ６１と、「お母さん」という文字と、投稿時刻と、「調理履歴」の文字を含む画像Ｇ
６３と、「調理メニュー履歴を教えて」の文字が表示されている。
【０１０２】
　上記管理サーバ５００は、家族伝言板サーバ４００に投稿されたシールとメッセージ(
「調理メニュー履歴を教えて」)に従って、履歴記憶部５００ａに記憶された調理履歴を
加熱調理器１００からのメッセージとして家族伝言板に投稿する。
【０１０３】
　これにより、スマートフォン３００の家族伝言板において、加熱調理器１００の調理履
歴を閲覧できる。
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【０１０４】
　また、図２０は上記加熱調理器１００に対しておすすめメニューを問い合わせるシール
を家族伝言板に表示したスマートフォン３００の画面を示している。図２０では、お母さ
んの顔画像Ｇ６１と、「お母さん」という文字と、投稿時刻と、「おすすめメニュー」の
文字を含む画像Ｇ６４と、「おすすめメニューを教えて」の文字が表示されている。
【０１０５】
　上記管理サーバ５００は、家族伝言板サーバ４００に投稿されたシールとメッセージ(
「おすすめメニューを教えて」)に従って、調理メニュー提案部５００ｂにより提案され
たおすすめ調理メニューの一覧を加熱調理器１００からのメッセージとして家族伝言板に
投稿する。
【０１０６】
　これにより、スマートフォン３００の家族伝言板において、おすすめ調理メニューの一
覧を確認できる。
【０１０７】
　図１１,図１２では、加熱調理器１００にレシピサイトからの調理メニューの[レシピ情
報]のダウンロードの受信完了したことを文字メッセージにより家族伝言板に投稿したが
、ダウンロードの受信完了はこれに限らず、図２１に示すように、加熱調理器１００にレ
シピサイトからの調理メニューの[レシピ情報]のダウンロードの受信完了したことを示す
シールを家族伝言板に投稿してもよい。図２１では、加熱調理器１００を擬人化した顔画
像Ｇ１と、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、「メニュー受信完了」の文字を含
む加熱調理器１００の画像Ｇ７１と、「メニュー受信完了」の文字が表示されている。
【０１０８】
　上記加熱調理器１００の家族伝言板への投稿は、上述のメッセーだけでなく、加熱調理
器１００の[エラー情報]などが家族伝言板に投稿される。
【０１０９】
　図２２は上記加熱調理器１００から投稿された[エラー情報]のシールの一例を家族伝言
板に表示したスマートフォン３００の画面を示している。図２２では、加熱調理器１００
を擬人化した顔画像Ｇ１と、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、「エラーー」の
文字を含み、加熱調理器１００が震えている画像Ｇ７２と、「エラー」の文字が表示され
ている。
【０１１０】
　この場合、加熱調理器１００は、何らかの故障により正常動作ができない状態である。
【０１１１】
　また、図２３は上記加熱調理器１００から投稿されたエラー情報(高温異常)のシールの
一例を家族伝言板に表示したスマートフォン３００の画面を示している。図２３では、加
熱調理器１００を擬人化した顔画像Ｇ１と、「レンジさん」という文字と、投稿時刻と、
擬人化された加熱調理器１００が暑さでのぼせている画像Ｇ７３と、「熱いよ～」の文字
が表示されている。
【０１１２】
　この場合、加熱調理器１００は、何らかの原因により加熱室２内または本体ケーシング
１内が高温になった状態である。
【０１１３】
　なお、上記加熱調理器１００からは、加熱室２内の清掃などの[メンテナンス情報]を家
族伝言板に投稿して、ユーザーにメンテナンス作業を促すようにしてもよい。
【０１１４】
　上記構成の加熱調理システムによれば、加熱調理器１００において[実行した調理メニ
ューに関わる情報]または[加熱調理器本体の状況に関わる情報]を、加熱調理器１００の
実行調理メニュー投稿部１１０ａ,調理終了投稿部１１０ｂ,取り出し情報投稿部１１０ｃ
,加熱調理器状態投稿部１１０ｄから家族伝言板サーバ４００(コミュニケーションツール
管理部)にインターネット網Ｎを介して投稿することによって、スマートフォン３００(情
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報端末)からの制御要求がなくても、加熱調理特有の情報を家族伝言板サーバ４００の家
族伝言板(コミュニケーションツール)を利用して加熱調理器１００からユーザーのスマー
トフォン３００(情報端末)に通知することができ、利便性を大幅に向上できる。
【０１１５】
　また、上記調理メニューの調理が終了したことを表す[調理終了情報]を、家族伝言板を
利用して加熱調理器１００からユーザーのスマートフォン３００(情報端末)に通知するの
で、ユーザーが加熱調理器１００から離れた場所にいても、スマートフォン３００により
加熱調理器１００の調理終了を知ることができる。
【０１１６】
　また、上記調理メニューの調理が終了してから予め設定された時間経過しても、加熱室
内から被調理物が取り出されていない状態であることを表す[取り出し忘れ情報]を、家族
伝言板を利用して加熱調理器１００からユーザーのスマートフォン３００(情報端末)に通
知するので、ユーザーが加熱調理器１００から離れてしまって被調理物の取り出しを忘れ
ても、スマートフォン３００により取り出し忘れを知ることができる。
【０１１７】
　また、上記調理メニューの加熱調理中における加熱調理器状態に関わる[加熱調理情報]
を、家族伝言板(コミュニケーションツール)を利用して加熱調理器１００からユーザーの
スマートフォン３００(情報端末)に通知するので、ユーザーが加熱調理器１００から離れ
た場所にいても、加熱調理中における加熱調理器状態を知ることができる。
【０１１８】
　また、上記管理サーバ５００の履歴記憶部５００ａにユーザーの食生活に関わる履歴を
記憶し、その履歴に基づいて、管理サーバ５００の調理メニュー提案部５００ｂによりお
すすめの調理メニューを提案する。そうして、調理メニュー提案部５００ｂにより提案さ
れた調理メニューの提案に関わる情報を、調理メニュー投稿部５００ｃにより家族伝言板
サーバ４００(コミュニケーションツール管理部)の家族伝言板に投稿する。これにより、
ユーザーに最適な調理メニューをスマートフォン３００(情報端末)を通じてユーザーに提
案することができる。これにより、例えば、栄養バランスのとれた調理メニューなどを提
案することにより偏食を防ぎ、健康的な食生活を実現することができる。
【０１１９】
　また、上記加熱調理器１００から投稿された[実行した調理メニューに関わる情報]また
は[加熱調理器本体の状況に関わる情報]に基づく加熱調理器１００の調理履歴を管理サー
バ５００の履歴記憶部５００ａに記憶するので、加熱調理器１００の調理履歴に基づいた
最適なおすすめの調理メニューを提案できる。
【０１２０】
　また、上記スマートフォン３００(情報端末)から投稿された[ユーザーの食事メニュー
に関わる情報]に基づくユーザーの食事履歴を管理サーバ５００の履歴記憶部５００ａに
記憶する。ここで、ユーザーの食事メニューは、加熱調理器１００で調理していないメニ
ューであり、外食などのメニューも含まれる。これにより、加熱調理器１００を用いた調
理メニューの割合が比較的少ない場合、加熱調理器１００の調理していない食事メニュー
の情報に基づいて、おすすめの調理メニューを提案することで、最適な調理メニューを提
案できる。
【０１２１】
　また、加熱調理器１００の調理履歴およびユーザーの食事メニューの両方に基づいて、
おすすめの調理メニューを提案することで、より最適な調理メニューを提案できる。
【０１２２】
　〔第２実施形態〕
　この発明の第２実施形態の加熱調理システムは、管理サーバ５００のおすすめ調理メニ
ューの提案を除いて第１実施形態の加熱調理システムと同一の構成をしている。
【０１２３】
　この第２実施形態の加熱調理システムでは、管理サーバ５００の調理メニュー提案部５
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００ｂは、履歴記憶部５００ａに記憶された調理履歴と食事履歴、および、他の情報提供
サーバ(図示せず)からの[天気、歴、季節、祭事、旬な食材、人気メニューの情報]に基づ
いて、おすすめ調理メニューを提案する。ここで、少なくとも天気の情報は、加熱調理器
１００が設置されている地域の天気の情報を情報提供サーバから取得する。
【０１２４】
　これにより、加熱調理システムによれば、天気、歴、季節、祭事に応じたおすすめ調理
メニューを提案できると共に、旬な食材を用いたおすすめ調理メニューを提案することが
できる。
【０１２５】
　〔第３実施形態〕
　この発明の第３実施形態の加熱調理システムは、管理サーバ５００のおすすめ調理メニ
ューの提案を除いて第１実施形態の加熱調理システムと同一の構成をしている。
【０１２６】
　この第３実施形態の加熱調理システムでは、管理サーバ５００の調理メニュー提案部５
００ｂは、履歴記憶部５００ａに記憶された調理履歴と食事履歴、および、家族伝言板サ
ーバ４００のカレンダー管理部に記憶されたユーザーの[予定情報]に基づいて、おすすめ
調理メニューを提案する。
【０１２７】
　例えば、ユーザーの[予定情報]として、複数のユーザーのうちの加熱調理器を最も利用
するユーザーのスマートフォンのカレンダー(アプリケーションソフトウェア)に登録され
た予定を用いる。このユーザーのスマートフォンのカレンダーの[予定情報]は、自動的に
家族伝言板サーバ４００のカレンダー管理部(図示せず)に記憶されるようにする。なお、
家族伝言板を利用するグループを構成する複数のユーザーのスマートフォンの各カレンダ
ーに登録された[予定情報]を集約して、自動的に家族伝言板サーバ４００のカレンダー管
理部(図示せず)に記憶するようにしてもよい。この場合、各ユーザーに優先順位を付けて
、優先順位が付けられた[予定情報]を記憶するようにしてもよい。
【０１２８】
　また、ユーザーのスマートフォン３００のカレンダーに登録された予定を用いずに、家
族伝言板を起動するためのアプリケーション上に個別のカレンダーを設け、そこに入力さ
れた予定をユーザーの[予定情報]として用いてもよい。
【０１２９】
　これにより、加熱調理システムによれば、管理サーバ５００の調理メニュー提案部５０
０ｂは、ユーザーの予定(例えば、誕生日、記念日、学校行事など)に応じたおすすめ調理
メニューを提案することができる。
【０１３０】
　なお、上記第２,第３実施形態を組み合わせて、管理サーバ５００の調理メニュー提案
部５００ｂによって、履歴記憶部５００ａに記憶された調理履歴および食事履歴と、他の
情報提供サーバ(図示せず)からの[天気、歴、季節、祭事、旬な食材、人気メニューの情
報]と、家族伝言板サーバ４００のカレンダー管理部に記憶されたユーザーの[予定情報]
に基づいて、おすすめ調理メニューを提案するようにしてもよい。
【０１３１】
　ここで、スマートフォンのカレンダーに登録された予定は、任意の文字列が入力される
ので、カレンダーに入力された[予定情報]のうちの特定のキーワード(誕生日、記念日、
学校行事など)を抽出して、抽出されたユーザーの予定情報を管理サーバ５００のカレン
ダー管理部(図示せず)に記憶する。
【０１３２】
　上記第１～第３実施形態では、情報端末としてスマートフォン３００を用いたが、情報
端末はこれに限らず、ＰＤＡ(Personal Digital Assistant：パーソナル・デジタル・ア
シスタント)やモバイルＰＣ(パーソナルコンピュータ)等であってもよい。
【０１３３】
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　この発明の具体的な実施の形態について説明したが、この発明は上記第１～第３実施形
態に限定されるものではなく、この発明の範囲内で種々変更して実施することができる。
【０１３４】
　この発明および実施形態をまとめると、次のようになる。
【０１３５】
　この発明の加熱調理システムは、
　加熱調理器１００と、
　上記加熱調理器１００と通信ネットワークを介して通信するサーバ４００,５００と、
　上記サーバ４００,５００と上記通信ネットワークを介して通信する情報端末３００と
を備え、
　上記サーバ４００,５００は、
　上記情報端末３００のユーザーのためのコミュニケーションツールを管理するコミュニ
ケーションツール管理部４００を有すると共に、
　上記加熱調理器１００は、
　実行した調理メニューに関わる情報を、上記サーバ４００,５００の上記コミュニケー
ションツール管理部４００に上記通信ネットワークを介して投稿する投稿部１１０ａ,１
１０ｂ,１１０ｃ,１１０ｄを有することを特徴とする。
【０１３６】
　ここで、コミュニケーションツールとは、電子伝言板を含む電子掲示板やメーリングリ
ストなどである。
【０１３７】
　上記構成によれば、加熱調理器１００において実行した調理メニューに関わる情報を、
加熱調理器１００の投稿部１１０ａ,１１０ｂ,１１０ｃ,１１０ｄからサーバ４００,５０
０のコミュニケーションツール管理部４００に通信ネットワークを介して投稿することに
よって、情報端末３００からの制御要求がなくても、加熱調理特有の情報をコミュニケー
ションツールを利用して加熱調理器１００からユーザーの情報端末３００に通知すること
ができ、利便性を大幅に向上できる。
【０１３８】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記実行した調理メニューに関わる情報は、上記調理メニューの調理が終了したことを
表す情報を含む。
【０１３９】
　上記実施形態によれば、調理メニューの調理が終了したことを表す情報を、コミュニケ
ーションツールを利用して加熱調理器１００からユーザーの情報端末３００に通知するの
で、ユーザーが加熱調理器１００から離れた場所にいても、情報端末３００により加熱調
理器１００の調理終了を知ることができる。
【０１４０】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記実行した調理メニューに関わる情報は、上記調理メニューの調理が終了してから予
め設定された時間経過しても、上記加熱調理器１００の加熱室２内から被調理物が取り出
されていない状態であることを表す取り出し忘れ情報を含む。
【０１４１】
　上記実施形態によれば、調理メニューの調理が終了してから予め設定された時間経過し
ても、加熱調理器１００の加熱室２内から被調理物が取り出されていない状態であること
を表す取り出し忘れ情報を、コミュニケーションツールを利用して加熱調理器１００から
ユーザーの情報端末３００に通知するので、ユーザーが加熱調理器１００から離れてしま
って被調理物の取り出しを忘れても、情報端末３００により取り出し忘れを知ることがで
きる。
【０１４２】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
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　上記実行した調理メニューに関わる情報は、上記調理メニューの加熱調理中における上
記加熱調理器１００の加熱調理器状態に関わる情報を含む。
【０１４３】
　上記実施形態によれば、調理メニューの加熱調理中における加熱調理器１００の加熱調
理器状態に関わる情報を、コミュニケーションツールを利用して加熱調理器１００からユ
ーザーの情報端末３００に通知するので、ユーザーが加熱調理器１００から離れた場所に
いても、加熱調理中における加熱調理器状態を知ることができる。
【０１４４】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記サーバ５００は、
　上記ユーザーの食生活に関わる履歴を記憶する履歴記憶部５００ａと、
　上記履歴記憶部５００ａに記憶された上記履歴に基づいて、おすすめの調理メニューを
提案する調理メニュー提案部５００ｂと、
　上記調理メニュー提案部５００ｂにより提案された上記おすすめの調理メニューの提案
に関わる情報を上記コミュニケーションツール管理部に投稿する調理メニュー投稿部５０
０ｃとを有する。
【０１４５】
　上記実施形態によれば、サーバ５００の履歴記憶部５００ａにユーザーの食生活に関わ
る履歴を記憶し、その履歴に基づいて、サーバ５００の調理メニュー提案部５００ｂによ
りおすすめの調理メニューを提案する。そうして、調理メニュー提案部５００ｂにより提
案された調理メニューの提案に関わる情報を、調理メニュー投稿部５００ｃによりコミュ
ニケーションツール管理部４００に投稿する。これにより、ユーザーのこれまでの食生活
状態から最適な調理メニューを情報端末３００を通じてユーザーに提案することができる
。これにより、例えば、栄養バランスのとれた調理メニューなどにより偏食を防ぎ、健康
的な食生活を実現することができる。
【０１４６】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記サーバ５００の上記履歴記憶部５００ａに記憶された上記ユーザーの食生活に関わ
る履歴は、上記加熱調理器１００から投稿された上記実行した調理メニューに関わる情報
に基づく上記加熱調理器１００の調理履歴を含む。
【０１４７】
　上記実施形態によれば、加熱調理器１００から投稿された実行した調理メニューに関わ
る情報に基づく加熱調理器１００の調理履歴をサーバ５００の履歴記憶部５００ａに記憶
するので、加熱調理器１００の調理履歴に基づいて、調理メニュー提案部５００ｂは、最
適なおすすめ調理メニューを提案できる。
【０１４８】
　また、一実施形態の加熱調理システムでは、
　上記情報端末３００は、
　上記ユーザーの食事メニューに関わる情報を、上記サーバ４００,５００の上記コミュ
ニケーションツール管理部４００に上記通信ネットワークを介して投稿する食事メニュー
投稿部を有し、
　上記サーバ５００の上記履歴記憶部５００ａに記憶された上記ユーザーの食生活に関わ
る履歴は、上記情報端末３００の上記食事メニュー投稿部から投稿された上記ユーザーの
食事メニューに関わる情報に基づく上記ユーザーの食事履歴を含む。
【０１４９】
　上記実施形態によれば、情報端末３００の食事メニュー投稿部から投稿されたユーザー
の食事メニューに関わる情報に基づくユーザーの食事履歴をサーバ４００,５００の履歴
記憶部５００ａに記憶する。ここで、ユーザーの食事メニューは、加熱調理器１００での
調理なしのメニューであり、外食などのメニューも含まれる。これにより、加熱調理器１
００を用いた調理メニューの割合が比較的少ない場合、加熱調理器１００での調理がない
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食事メニューの情報に基づいて、調理メニュー提案部５００ｂは最適なおすすめ調理メニ
ューを提案できる。
【０１５０】
　また、加熱調理器１００の調理履歴およびユーザーの食事メニューの両方に基づいて、
調理メニュー提案部５００ｂは、より最適なおすすめ調理メニューを提案できる。
【符号の説明】
【０１５１】
　１…本体ケーシング
　２…加熱室
　３…扉
　５…排気ダクト
　６…露受容器
　７…外ガラス
　８…ハンドル
　９…操作パネル
　１０…カラー液晶表示部
　１２…取り消しキー
　１３…スタートキー
　２０…スピーカ
　３０…ヒータ
　４０…マグネトロン
　５０…ドアセンサ
　１００…加熱調理器
　１１０…制御装置
　１１０ａ…実行調理メニュー投稿部
　１１０ｂ…調理終了投稿部
　１１０ｃ…取り出し情報投稿部
　１１０ｄ…加熱調理器状態投稿部
　１２０…無線通信モジュール
　２００…無線アクセスポイント
　３００…スマートフォン
　４００…家族伝言板サーバ
　５００…管理サーバ
　５００ａ…履歴記憶部
　５００ｂ…調理メニュー提案部
　５００ｃ…調理メニュー投稿部
　５００ｄ…レシピ情報記憶部
　５００ｅ…通信部
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